


第22回 おかげ横丁来る福招き猫まつり

9月 29日は
『人招き、金招き、福招き』 招き猫の日

ふ くくる

様々なご縁を結んで、一年間がんばってくれた招き猫に

「ありがとうね」「おかげさまで」と感謝するおまつりです。

片やまた、新しい招き猫との出会いがあり、

新たな夢を紡いだり未来を描いたりしてくれる

神恩感謝の町、おかげ横丁の今年の大まつり。わざわざおめかししてやって来た

招き猫たちと秋の一日、楽しいひとときをおすごしください。

※諸事情により、内容が一部変更または中止になる場合がこざいます。

招き猫現代作家晨 (≡≡》招き猫現代作家晨
■場所 :伊勢路名産味の館 2階「大黒ホール」

招き猫は、江戸末期に日本で誕生し、現在では国内外で親しまれ、個性溢れる作品として

表現されるようになりました。そんな中から「吉兆招福亭」が選抜した招き猫作家16名 の

作品が揃います。

【出展予定作家】

天野千恵美 /有田ひろみ・ちゃぼ /小澤康麿 /春 日粧 /小 出信久 /櫻井魔己子 /

佐山泰弘 /松風直美 /鈴木義美 /蝉丸 /半澤淳子 /平林義教・利依子 /細 山田匡宏 /

水谷満 /も りわじん /渡辺志野 (五十音順・敬称略)

■場所 :五十鈴茶屋本店前

【出展予定作家】彬香子 /あべ夏/安藤友香 /おおやぎえいこ/岡 村洋子/おちよこ/

春日粧 /ゴーあや /小島美知代 /小紅 /酒井聖洋 /猿田壮也 /すみ田理恵 /蝉丸 /

高橋理佐 /田中かずみ/豊田明美/なつめみちこ/東 直生/ひがしりょうこ/曲沼らん子 /

正木卓 /も りわじん /風呂猫 〈五十音順 敬称略)

来る福市
■場所 :森翁館横

おかげ横丁のオリジナル招き猫をはじめ、

ポピュラーな常滑焼の招き猫などが

勢揃いします。

招き猫絵付け教室
■場所 :かみしばい広場

■料金 :」ヽ1,300円 、大 1′ 600円

■ま旨導 :五十嵐健二・俊介 (春日部張子人形作家〉

真つ白な張子の招き猫にアイデアたっぶり

の絵付けを施して、オリジナルの招き猫を

作つてみませんか。

令蝉丸の体験教室 令招き猫の福福市 令 百福お願い招き猫
全 国 郷 土 玩 具 招 き猫 晨

令東早首個展   令 来る福遊戯屋台 令 招き猫供養所
令吉ロー也個展  令 来る福絵手紙公募展  令 来る福福ラ|
令招き猫の飴細工屋台

令招き猫スタンプラリー

令 来る福記念切手限定販売

令 来る福郵便「伊勢からの便 |り」

■場所 :五十鈴茶屋本店前

全国各地で伝統的に作られている郷土

玩具の招き猫を集めました。古くから

伝わる土人形や張子など、一点―点が

手作りです。

福猫市場
曰時/17日 ～19日 9:29～

腕に覚えありの作家さんや問

屋さん、コレクターさんなど、

招き猫を愛する様々な人達が

自慢の品を所狭じと並べます。

【出展予定作家】

糸のこキャット/河辺花衣 /

東マユミ/日 南田淳子 /

本間左小里

(五十音順・敬称略 )

何故、伊勢で招き猫まつり?
伊勢は、2000年 前の昔より「海の彼方にあるという理想郷より、絶えることなく、

幸せの波が寄せ来る処」と太陽神「天照大御神」がお住まいを構えた古くからの

縁起処。この地を訪れた日本招猫倶楽部メンバーは「この地こそ招き猫の感謝祭

を開催するにふさわしい」と強く感じました。そこで、平成7年 に「第 1回来る福招

き猫まつり」を開催したのでした。以来、回を重ね続け、今年で22回目を迎えます。

招き猫 5人市
日時/17日 ～29日  9:29～  場所/赤福別店舗
5人の招き猫作家によるイ回展。

期間中は作家さんが在廊

し、実演も行います。

【出展予定作家】

彬香子 /

有田ひろみ・ちゃば /

ゴーあや /深井和子 /

水谷満

〈五十音順 敬称略 )

交通のご案内 (公共交通機関で)
近鉄名古屋から近鉄特急で約85分「宇治山田駅」下車。大阪難波から近鉄

特急で約110分「宇治山田駅」下車。駅前から二重交通「内宮前」行きバス

約20分、「神宮会館前」下車、徒歩 1分。

吉兆招福鉛授与
日時/29日 ―‐Fu. 9:29～ 場所/常夜燈前
地元の氏神様でお祓いを受けた、ありがたい福鈴で丸

残り福のおすそわけ
日時 /29日 `一日… 16:29～ 場所 /太鼓櫓
昔から「残り物には福がある」といいますよね。

おまつり最終日には小さな福のおすそ分けがあります。

場所/ゑびす屋台

10月 8日～17日 恵みの市
10月 22日 。23日 横丁きもの日和
11月 5日 ・ 6日 神恩感謝 日本太鼓祭

12月 17日～28日 歳の市
12月 31日 おかげ横丁行く年来る年

※毎月朔日(つ いたち)に は「朝市」、晦日(みそか)に は「みそか寄席」を開催しています。

kasuga
見本(黒)


